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　若い人たちが、研究費を自由に使い、自由な発想の基に独創的な研究を行なってもらいたいとの願いから、15
年前研究助成財団を設立し、善意の寄付金をもって、医師、看護師、薬剤師、技師、大学院生、医学生に研究助
成を行なっている。また、発展途上国の若手にも助成を行なっている。東京医科大学第二外科の石丸　新教授に
も理事としてお助けをいただいている。
　大学の医局員であった頃の経験から、本人が制約を受けることのないよう委任経理金やそれに類似の大学が管
理する口座に入れることなく、研究助成金は自己管理とさせている。
　にもかかわらず、一昨年度助成した某元国立大学の大学院生が上司より大学の規則であるからとの理由で、本
人には口座が無いため教授の委任経理金口座に入れさせられた。昨年転勤となったが、研究費は返却してもらえ
ず、研究テーマは他の人のものとなったと事情を訴えてきた。医学部では坪があかないので、学長と交渉し、本
人へ返還させ、転勤先で研究が続けられるようにした。また、或る国立大学の大学院生も、教授の口座に入れる
よう強要されたとの連絡があった。助成金は免税措置がすでに行なわれており個人に贈呈したものであるから、
当財団に対する約束違反であり、委任経理金の弊害から見て、承知できないむね担当事務官に説明し、理由を問
いただしたところ、研究には光熱費を使うので、企業や個人の寄付金同様に扱うのだとの説明であった。そこで、
当財団の趣旨を説明し個人管理を認めさせた。
　委任経理金制度の具体的問題点は、下記のごとくである。
　1．物品の納入に極めて長時間かかる。小生の場合、6ケ月かかったことがある。
　2．高額物品の場合には、入札制度があり、指定業者以外から購入したくても出来ないことがある。さらに、値
　　　引率の上限があり、高値で購入しなければならない。支払いが極めて遅い。
　3．購入物品について、医学生、大学院生、研究生は口座を持っていないので教授などの上司の口座に入れざ
　　　るを得ない。したがって、自由に使えない。他の人に分配されてしまい本人の研究が出来なくなってしま
　　　うことがある。
このような、若い人の研究意欲と独創的な発想を阻害する制度は、すくなくとも、善意の団体である財団からの
助成金については撤廃すべきと判断される。科学の進歩のための研究である。光熱費ぐらいは、国で面倒を見る
のが当然である。この制度は、国立大学や国立の研究施設における官僚支配の典型的なものであり、また、独創
性のある研究者の芽をつまみ、意欲を無くさせる以外の何者でもない。この辺に、日本における医学がいまだ欧
米に従属している原因があるように思う。
　私立大学を、3年前定年退職したが、このような制度は無く、財団からの助成金は自由に使え、私立大学のほ
うが、自由な研究が出来る環境に有るように思えた。石丸教授が行なっている大動脈ステントグラフトなどのよ
うに、独創的な臨床研究が出来る環境にあるように思える。私立大学には、経営問題や、開業予定者が多いこと
など、色々と問題があるかと思うが、これからも、若い医局員の研究意欲を高め、医療以外は余分であるとの風
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潮を取り除き、日本の医学の牽引役となっていただきたい。
　毎年、日本国内で行なった優れた研究に対し内田賞を贈呈している。そのために、世界の一流誌を調査してい
る。しかしながら、外国に留学している日本人の優れた研究が目立つが、日本国内で行なった研究がごくわずか
しか見当たらないことがおおく、受賞該当者が居ない年度もある。それも、自由な発想で研究を行なおうとする
若い研究者の意欲を阻害する、諸要因があるからではないかと思う。
　小生も68歳となり、発想も、意欲もない年齢となってしまったが、次の世代に期待し、80歳までは、研究助
成活動を家内共々行なっていきたいと思っている。
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東京大学大学院医学系第一臨床医学課程終了
東京大学医学部附属病院第二内科学講座入局
東京大学医学部附属病院第二内科医局長
財団法人　循環器学研究振興財団常務理事
東京大学医学部助教授
財団法人　循環器学研究振興財団理事長
東京慈恵会医科大学客員教授
東邦大学医学部附属佐倉病院教授
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〔学会関係の事項〕
　日本脈管学会評議員
　日本脈管作動物質学会評議員
　日本循環器学会評議員
　日本血管内視鏡学会理事長
（平成3年～現在に至る）
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（平成5年～現在に至る）
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